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⏦ㄳ⪅Ặ名 ⸨ᯘ ⿱己 

ㄽᩥ名 Identification of Superconducting Symmetry in Low and High Field 
Phases of Spin-Triplet Superconductor UTe2 by Knight-shift 
Measurements 

国㝿会㆟名 29th International Conference on Low Temperature Physics [LT29] 

㛤催地 ᮐ幌、᪥ᮏ 

参加ᮇ᪥ 2022年 8᭶ 18᪥㹼2022年 8᭶ 24᪥ 

参加┠ⓗ㸸当国㝿会㆟への参加┠ⓗは大きく以下の 2 Ⅼである。①⏦ㄳ⪅の◊
✲ᡂᯝ「᰾☢Ẽ共㬆(NMR) 定により᫂らかにしたスピン三㔜㡯㉸伝導体 UTe2

のスピン≧ែ」についてポスターⓎ⾲を⾜い、スピン三㔜㡯㉸伝導分㔝のⓎ展

に役❧てるため。②初の⌧地参加国㝿会㆟で◊✲⪅と交ὶし、㛵㐃≀⌮全体の

俯▔、多㡿域にわたる᭱先➃◊✲の報収㞟をするため。 

会㆟の≧況㸸⣙ 1100人が参加した低 ≀⌮学の世⏺᭱大つᶍの国㝿会㆟。コロ
ナ⚝のため、onsite/onlineの hybrid形式で 9から 19(内 4᪥㛫は+ online poster 
sessionが 21から 23)まで㛤催された。5つの会場に分かれて口㢌Ⓨ⾲が⾜
われ、⌧地で┤᥋好きな会場で⫈ㅮすることができた。ポスターⓎ⾲では

onsite/onlineⓎ⾲の 2回⾜い、ポスター㈹を受㈹することができた。 

成果概せ㸸⏦ㄳ⪅は NMRを⏝いたスピン三㔜㡯㉸伝導体 UTe2の低/㧗☢場での

㉸伝導対⛠ᛶについて当国㝿会㆟にてポスターⓎ⾲を⾜った。スピン三㔜㡯㉸

伝導は␗᪉ⓗ㉸伝導の代⾲例に㛵わらず、候⿵≀㉁が少なく、ヲ⣽なᛶ㉁は᫂

らかになっていない。UTe2 は☢Ẽ⛛序しないスピン三㔜㡯㉸伝導候⿵≀㉁であ

り、スピン三㔜㡯㉸伝導⌮ゎに᱁好の≀㉁である。⏦ㄳ⪅たちは低☢場におい

て 3つの⤖ᬗ㍈᪉向に対する NMRナイトシフトの 定を⾜い、㉸伝導ペアリン
グのスピンが a㍈᪉向に向いていることを᫂らかにした。さらに、㧗☢場での b
㍈での NMRナイトシフト 定も⾜い、㧗☢場┦が低☢場┦とは␗なる㉸伝導≧
ែをᣢつことを᫂らかにした。これらの⤖ᯝは、UTe2 が☢場で制御できるスピ

ン⮬⏤度をᣢつスピン三㔜㡯㉸伝導体であることをỴ定づける微どⓗなドᣐを

与えるものである。 

᭱後に、この᭷ព⩏な世⏺᭱大つᶍの国㝿会㆟への参加をごᨭいただきまし

たこと、。すまげ上し⏦♩おてり借を場のこに᪉ᵝ⪅係㛵団㈈念グ川 


